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論　　文　　の　　要　　旨

　本論文は，幾何学的位相空間論の主要な研究対象の一つである，メンガー多様体の位相構造とこれに作用する

位相変換群についての研究で，6章からなる。

　椛一次元メンガー空聞μ”は，“全ての炉次元コンパクト距離空問は，パに位相的に埋蔵される”という性

質を持つことから，犯一次元コンパクト万有空間と呼ばれ，古くから非常に重要な空間となっている。ある犯に

ついて，局所的にμ”と同相な可分距離空間を，メンガー多様体（あるいはμ”一多様体）と言う。この空間は，

ヒルベルト立方体Q＝〔O，1〕ωと局所的に同相な可分距離空間，いわゆるヒルベルト立方多様体（あるいはQ一

多様体）から類推され，前者は有限次元，後者は無限次元という相違を考慮しつつ幾つかの重要な研究がされた。

先ず1980年代Bestvinaにより，Tom倉c．ykのQ一多様体の特徴付けを元にメンガー多様体の位相的特徴付けが与

えられた。この研究を契機に，その後Dr狐ish枇ovやChigogid．eらの研究によって，メンガー多様体は，有限

次元でありながら，Q一多様体から類推される幾つかの良い性質を持つことが明らかにされた。しかし，有限次

元と無限次元の違いは考察上非常に大きく，実際Q一多様体〃は積空間〃×Qと同相であり，この安定性と呼ば

れる性質がQ一多様体では重要な役割を演じるが，有限次元では積空間の次元は高くなるので，このような安定

性はメンガー多様体に対してはそのままでは成立しない。このような状況の下、メンガー多様体は取り扱いが非

常に難しいとされているが，本論文ではQ一多様体から類推される新たな性質を見出し，また，Q一多様体から離

れて，メンガー多様体の独自の性質を見出すことに成功した。

　以下，章ごとに内容を述べると，第1章は本論文の準備で，本論文で用いる技術的な記号，用語の解説と，メ

ンガー多様体の基本性質を定理の形で幾つか述べている。

　第2章では，メンガー多様体のκ一ホモトピー核を考察し，〔O，1〕一安定なQ一多様体に相当する性質である〃一

ホモトピー核が自分自身に等しいメンガー多様体の位相的特徴付けを与えた。

　第3章では，運結なメンガー多様体は，ある種の単独なメンガー立方体の境界を適当に貼り合わせて奏現でき

ることを証明した。

　第4章では，Anders㎝の1次元メンガー立方体の自己同相群に関する定理を，一般のメンガー立方体に拡張

できることを示した。
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　第5章においては，△、一積の概念を導入し，Q一多様体の安定性に対応するメンガー多様体の性質を表現する

のに成功した。

　第6章は，本論文のいわば中核をなす部分であるが，O一次元コンパクト位相群Gのメンガー多様体〃への作

用を扱っており，〃の任意の閉集合xに対して，xが単位元ではないGの任意の元の不動点集合となるような

半自由な作用が存在することを示した。これは非常に良い結果であり，“μ”の任意の閉集合xは〃上の適当

な同相写像の不動点集合となるか？”という問題の完全な，しかも非常に一般的な解答を与えている。この成果

は一般の位相多様体上の変換群に関するヒルベルトースミス予想とも関連し極めて興味深い。またさらに，5章

の結果を利用して，例一次元位相完備万有空聞をモデルとした多様体に対しても，同様な結果を得ることを示した。

審　　査　　の　　要　　旨

　メンガー多様体はρ一多様体のいわば有限次元版であるともいえるが，上に述べたように有限次元と無限次元

の差は非常に大きく，有限次元であるが故にメンガー多様体はQ一多様体より一般に非常に難解である。本論文

では，2章から5章に見られるようにQ一多様体から類推される性質をメンガー多様体上で論じ，興味ある結果

を得ているが，さらにそれに止まらず，6章においては変換群に関してメンガー多様体の新たな可能性を示して

おり，その進展は今後も大いに期待される。本論文は，成果及びその手法を通して，この方面の研究に高く寄与

したものと考えられる。

　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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